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第 1 章 計画の策定にあたって

（１） 計画策定の目的

「協働」とは、多様な主体が「よりよいまちにしたい」という共通の想いの
もと、信頼関係を築いて責任と役割を分担し、地域の課題解決のために協力し
て行動することです。

協働のまちづくりは、互いに声をかけ合い、人が集うところから始まります。
互いの知識、関心、経験、好奇心を持ち寄り、その場の「対話」を通して新し
いアイデア、価値観、エネルギーが生み出されることで、まちづくりを自分事
として行動することにつながっていきます。

2009 年３月に策定された「第１次地域協働計画」では、市民と行政の協働
という考え方を浸透させるため、協働の必要性、協働の原則、協働の進め方な
どの「協働の定義」を整理しました。また、施策として、行政の取組を中心に
進め、その結果、市民と行政の協働が実施されました。一方、計画の策定以降、
2018 年７月に「みんなでつくるまち条例」が施行され、市民主体のまちづく
りを進めていく中で、多様な協働の形が見られるようになってきました。
そこで、長久手らしい協働のあり方を再定義し、対話を通して地域課題に向

き合う協働のプロセスとその実践に向けた取組をまとめた「長久手市第２次地
域協働計画」を策定します。

（２）計画の位置付け

みんなでつくるまち条例
第４条 まちづくりの基本原則「協働の原則」
第１０条 市民主体のまちづくり「市民参加及び協働」

第６次長久手市総合計画の基本目標「やってみたい」でつながるまち
⑴ 地域の担い手づくりの推進
⑵ 地域における活動の場の整備と活用
⑶ 市民活動や地域活動に参加しやすい環境づくり
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（３） 計画期間

本計画は、第６次長久手市総合計画と関連するため、総合計画の目標年度
と合わせた 2028 年度を目標年度とします。
なお、社会情勢等の変化に的確に対応していくために、施策の内容、計画

期間を検証し修正、更新することが可能な計画とします。

（４） 計画の策定経過

長久手市第 2次地域協働計画の策定に向けては、2021 年度から３年間、
協働の実践の場となるワークショップを開催して、長久手市らしい協働の
あり方について、市内外の参加者との対話を繰り返し、ビジョンと施策の案
を導きだし、2023 年度に計画としてのとりまとめを行いました。

2021 年度 オンライン形式 8回開催 延べ 140 名参加
2022 年度 対面形式 6回開催 延べ 109 名参加
2023 年度 対面形式 16 名参加
※ワークショップの開催結果の詳細は、巻末の資料編を参照
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（５） アンケート調査結果

ワークショップの意見を補完するために 2022 年度に実施した市民意識
調査の結果を基に、市民の協働やまちづくりに関する考え方、傾向を確認し
ました。

① 調査の概要
ア 調査の方法
調査地域 長久手市
調査対象 長久手市に在住する満１８歳以上の市民
標本数 ３，０００人
抽出方法 住民基本台帳による無作為抽出
調査方法 郵送配布・郵送またはWEBによる回答
調査期間 令和４月７月〜８月

イ 回収状況
配 布 数 有効回答数 有効回答率
3,000 通 1,122 通 37.4％
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② 調査結果

ア 長久手市に居住して何年になりますか

回答者の居住年数は、「30年以上」が 28.4％と最も多く、次いで「10〜19 年」（23.5％）、
「20〜29 年」（17.8％）となっており、10 年未満は３割弱となっている。

３年未満 ３～５年 ６～９年 10～19年

20～29年 30年以上 無回答

回答者数 =

全  体 1,122

20歳未満 12

20歳代 88

30歳代 179

40歳代 220

50歳代 187

60歳代 158

70歳以上 260

9.2

25.0

30.7

25.1

5.9

5.3

3.2

9.5

12.5

26.3

13.2

5.9

0.6

3.1

10.0

6.8

20.7

20.5

3.7

5.1

3.5

23.5

75.0

15.9

14.0

45.5

32.6

17.1

10.8

17.8

34.1

4.5

5.9

31.0

26.6

18.1

28.4

9.5

9.1

21.4

46.8

64.2

1.5

0.6

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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イ 日常的に近所づきあいをしていますか。

日常的な近所づきあいの有無については、「している」が 12.0％、「まあ
している」が 37.5％となっており、合わせると 49.5％となっています。

回答者数 =

全  体 1,122

20歳未満 12

20歳代 88

30歳代 179

40歳代 220

50歳代 187

60歳代 158

70歳以上 260

12.0

8.3

6.8

10.6

10.0

7.5

10.8

20.0

37.5

41.7

15.9

29.6

41.4

34.8

39.9

47.7

16.2

25.0

19.3

15.6

19.1

18.7

20.9

8.5

17.4

8.3

14.8

24.0

14.1

19.8

20.3

13.1

16.4

16.7

43.2

20.1

15.5

19.3

7.6

9.2

0.4

0.6

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

している まあしている どちらともいえない

あまりしていない していない 無回答
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ウ あなたは、隣近所とのつきあい方についてどのような思いがありますか。

隣近所とのつきあい方に対する思いについては、「顔見知りではありたい
が、ほどほどがよい」が 63.0％と最も多く、次いで「地域での支え合いや助
け合いなど、つきあいを大切にしたい」（21.8％）と続いている。

回答者数 =

全  体 1,122

20歳未満 12

20歳代 88

30歳代 179

40歳代 220

50歳代 187

60歳代 158

70歳以上 260

21.8

25.0

11.4

21.2

18.6

17.6

22.8

31.5

63.0

75.0

60.2

63.7

63.6

64.2

69.6

56.9

7.7

22.7

9.5

9.5

7.0

3.8

3.1

6.5

5.7

5.6

7.7

10.2

2.5

6.5

1.0

0.5

1.1

1.3

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

地域での支え合いや助け合いなど、つきあいを大切にしたい

顔見知りではありたいが、ほどほどがよい

他につながりがあれば、近所づきあいはなくてもよい

わずらわしいので、互いに干渉しあわず生活したい

無回答
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エ 地域活動への参加について

あなたやあなたのご家族は、過去 3年以内に地域を盛り上げたりしてい
くための活動スタッフとして参加したことはありますか
過去３年以内の地域活動スタッフとしての参加有無について、「参加した

（参加している）」は 25.6％、「参加していない」は 73.5％となっている。
参加した（参加している） 参加していない 無回答

回答者数 =

全  体 1,122

20歳未満 12

20歳代 88

30歳代 179

40歳代 220

50歳代 187

60歳代 158

70歳以上 260

25.6

8.3

8.0

15.1

30.5

17.6

32.9

36.5

73.5

91.7

90.9

84.4

69.1

81.8

67.1

61.5

0.9

1.1

0.6

0.5

0.5

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%



8

55.7

19.2 15.0 14.3 21.6 20.6
7.7 13.9 4.5 13.2 12.2 21.6

2.1 1.7

100.0

71.4

14.3
14.3 14.3

28.6
14.3

28.6
14.3 14.3

28.6

40.7

25.9

33.3
11.1 14.8 7.4 7.4 7.4 11.1

62.7 44.8

26.9 23.9
11.9 6.0 6.0 4.5 9.0 4.5 13.4 3.0

51.5

21.2 12.1 21.2 9.1 18.2 12.1 3.0 12.1 3.0

71.2
9.6 9.6 11.5 19.2 25.0 3.8 11.5 1.9 13.5 11.5

30.8
1.9

47.4
5.3 6.3

34.7

23.2

27.4
15.8 21.1 7.4 17.9 24.2

29.5
4.2 3.2

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
活
動

子
ど
も
会
な
ど
子
育
て
に
関

す
る
活
動

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
活
動

祭
り
な
ど
伝
統
的
な
行
事

防
災
・
防
犯
の
活
動

文
化
芸
術
の
活
動

環
境
美
化
・
自
然
保
護
活
動

ま
ち
お
こ
し
活
動

地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
・

サ
ー
ク
ル
活
動

地
域
の
趣
味
・
教
養
の
ク
ラ

ブ
・
サ
ー
ク
ル
活
動

各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

そ
の
他

無
回
答

区
や
自
治
会
の
活
動

全 体（287）

20歳未満（1）

20歳代（7）

30歳代（27）

40歳代（67）

50歳代（33）

60歳代（52）

70歳以上（95）

オ どのような活動に参加していますか

参加した地域活動の種類としては、「区や自治会の活動」が 55.7％と最も
多く、次いで「祭りなど伝統的な行事」、「各種ボランティア活動」（それ
ぞれ 21.6％）となっている。
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カ どの程度の頻度で参加していますか

参加した方の地域活動への参加頻度としては、「月に１回程度」が 24.7％
と最も多く、次いで「月に２回程度」（16.4％）、「週に１日程度」（12.9％）
となっている。また、「月に１回以上」（「ほぼ毎日」「週に３日程度」「週に
１回程度」「月に２回程度」「月に１回程度」の合計）は 60.6％と約６割とな
っている。

回答者数 =

全  体 287

20歳未満 1

20歳代 7

30歳代 27

40歳代 67

50歳代 33

60歳代 52

70歳以上 95

1.7

1.5

4.2

4.9

14.3

3.7

3.0

1.9

10.5

12.9

14.8

7.5

12.1

11.5

17.9

16.4

11.1

13.4

12.1

17.3

22.1

24.7

100.0

42.9

14.8

34.3

36.4

26.9

14.7

11.5

42.9

14.8

11.9

18.2

11.5

5.3

12.5

11.1

19.4

3.0

17.3

10.5

10.5

22.2

9.0

9.1

11.5

8.4

4.9

7.4

3.0

6.1

1.9

6.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほぼ毎日 週に３日程度 週に１日程度 月に２回程度

月に１回程度 ３か月に１回程度 半年に１回程度 １年に１回程度

無回答
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キ これからのまちづくりには市民の参画や協働が必要

市民参画や地域協働の必要性について、「そう思う」と「まあそう思う」
の合計が８割を超えています。

回答者数 =

全  体 1,122

20歳未満 12

20歳代 88

30歳代 179

40歳代 220

50歳代 187

60歳代 158

70歳以上 260

18.6

25.0

22.7

14.5

13.6

13.4

24.7

22.7

61.9

33.3

63.6

69.3

68.2

67.4

61.4

51.5

12.1

16.7

12.5

11.2

14.5

14.4

9.5

10.0

2.8

16.7

2.8

3.2

3.2

1.3

3.1

4.6

8.3

1.1

2.2

0.5

1.6

3.2

12.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う まあそう思う あまりそう思わない そう思わない 無回答
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ク 地域活動やボランティア活動、NPO 活動に参加したい

地域活動やボランティア活動、NPO活動への参加意向について、約 3割
の方に参加意向があります。

そう思う まあそう思う あまりそう思わない そう思わない 無回答

回答者数 =

全  体 1,122

20歳未満 12

20歳代 88

30歳代 179

40歳代 220

50歳代 187

60歳代 158

70歳以上 260

5.1

5.7

3.4

4.5

4.3

8.2

4.6

26.8

25.0

26.1

27.4

27.3

27.3

31.0

24.2

40.1

41.7

39.8

44.1

45.9

42.8

39.9

32.3

22.9

25.0

27.3

22.9

21.4

24.6

17.1

24.6

5.1

8.3

1.1

2.2

0.9

1.1

3.8

14.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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第 2 章 長久手らしい協働のあり方

⑴ ビジョン
ワークショップでは「つながりが希薄」ということが、参加者の共通の話題に

なりました。居住年数やまちへの関わり方の違う、異なる背景を持った市民が長
久手で暮らしており、さらには在住の市民だけでなく、大学などに通う在学の市
民、企業などに務める在勤の市民、市民活動を行う在活の市民など多様性と複雑
性を持った市民が関わりをもっています。

ワークショップにおいては、新たに長久手に住み始めた市民は、「強くて深い
つながりを求めていないのではないか」との仮説を立てて、長久手らしい協働に
ついて話し合いを進めました。その結果、協働の入口は浅くて弱いが広いつなが
りが適しているのではないかという考え方に至り、「ゆるやかなつながりで協働
を醸成する」ことをビジョン（目指す協働のカタチ）として掲げることになりま
した。

多様性や複雑性を生かしながら、ゆるやかなつながりで協働を実践するため
に大切なのは「対話」であり、そのための「場」の確保が求められます。このこ
とから、地域共生ステーション、リニモテラス公益施設、まちづくりセンターな
どの市内のまちづくり施設を対話、企画、情報の拠点とし、対話のネットワーク
を広げる構想も生まれてきました。
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（２） 協働を実践する主体の役割
① 市民

「私のまち」の意識を持ち、まちの課題を解決するために、出来ること
を出来る範囲で、対話を通じ楽しくまちづくりに貢献します。

② 大学
「知のネットワーク」の中核として協働に必要な情報を提供します。学

生は自身のキャリア形成のため、まちの資源を活用し、自身の行動力で実
践に貢献します。

③ 企業
地域課題の解決のために、企業が持つ資源を活用して、持続可能な協働

のまちづくりに貢献します。
④ 行政・議会

まちの課題解決を地域協働で実践するためのしくみやインフラなどを
整備し、対話を促進し、協働を支援します。
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（３）基本的な考え方

多様化、複雑化する地域社会における課題解決のためには、市民の協働が必
要です。「つながりが希薄」な長久手でどうアプローチしていくのかを考えま
す。
つながりが希薄（弱い）なことは、一見すると協働のまちづくりを進めるた

めの弱点にも見えます。しかし、ワークショップでは、あえて「ゆるやかなつ
ながりの強み」（弱いつながりの強み理論※）を生かして協働のしくみをつく
り、実践することを目指すものとしました。

「ゆるやかなつながりの強み」を生かすには、協働の実践プロセス全体を通し
て、心理的安全性が確保されており、「継続的な対話」ができる場が必要です。
参加者がワクワクするような楽しいワークショップ、ゆるやかなネットワー

ク、意欲的なプロジェクトで課題解決を図ります。
プロジェクトに必要な人や情報を集め、活用できるようなしくみを構築しま

す。

※「弱いつながりの強み理論」とは
スタンフォード大学の社会学者マーク・グラノヴェッターが 1973 年に論文発表を

して提唱した社会ネットワーク理論の一つで、社会ネットワークにおいて、直接的に
つながっている強いつながりよりも、間接的なつながりである弱いつながりの方が情
報伝達や機会提供においてより効果的であるという理論です。

弱いつながりの強み理論によると、強いつながりは限定的な情報や機会に制限され
がちであり、情報や機会の多様性に欠ける傾向があります。一方で、弱いつながりは
複数の社会集団や情報源とつながっているため、多様な情報や機会を提供しやすく、
社会的な動きやすさを高める役割を果たします。
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（４）協働の実践プロセス

◇観察・共感
多様化、複雑化した地域社会の抱える課題は、日常的な市民の気づき、行政

の課題などから見えてきます。アンケートやヒアリングで見えてきた課題に同
じ目線で向き合うこと（共感すること）が大事になります。

◇課題の定義
多様な主体を集めた「継続的な対話」を通して、解決すべき課題について、そ

の原因も含めてはっきりさせ、共通の考え方を見つけ出します。

◇試作（プロトタイピング）
「まずは、実際にやってみる！」 自ら行動し、周りを巻き込み、協働しなが

ら、新たな試み、アイデアを形にしていきます。失敗しても、改善点を見出し、
どんどんアイデアを出して直していきます。

◇創造
課題を解決するために具体的にアイデアや意見を出し合っていきます。
原因は何か、どうしたら解決できるのか、さまざまな角度から発想していき

ます。アイデアに対して批判したりせず、自由な発想でたくさんのアイデアを
出すことが大事になります。

◇テスト（検証）
実際にやっていく中で、「これで課題は解決できるのか」確認していくプロセ

ス。検証しながら、試行錯誤を繰り返して、よりよい形にしていきます。
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第 3 章 協働を進めるための施策

施策の体系

ビジョン 基本目標 施策

コーディネーターを配置する

ブリッジ人材を発掘、確保する

協働を担う人材を育成する

協働人材を確保する

協働のしくみを整える

協働を促進する場を整える

人

場

しくみ

ゆ
る
や
か
な
つ
な
が
り
で
協
働
を
醸
成
す
る

対話がしやすい場を整える

情報環境を整える

協働事業提案制度の活用

情報技術の活用

まちづくり組織の設立支援
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基本目標１ 協働人材を確保する

（ア）コーディネーターを配置する
まちづくりの拠点（まちづくりセンター、地域共生ステーション、リニモ

テラス公益施設など）に、市民活動や地域活動の相談窓口、そして活動の調
整役となるコーディネーターを配置します。

（イ）ブリッジ人材を発掘、確保する
ブリッジ人材は、地域や市民活動、大学、企業などに関わりを持ち、その

関係性を活用して協働したい人と人を結びつける役割を担います。
協働の取組を通じてブリッジ人材を探しだし、その情報が共有できるしく

みをつくります。

（ウ）協働を担う人材を育成する（協働の裾野を広げる、関われる人を増やす）
協働のまちづくりの要となる人材を育てるため、ファシリテーション等の

講座を開催します。協働に関わる機会を増やし、裾野を広げていきます。
（対象は市職員、学生、企業、市民活動団体などのあらゆる市民や団体）

 協働人材を確保する

 コーディネーターを配置する

 ブリッジ人材を発掘、確保する

 協働を担う人材を育成する

※ブリッジ人材とは・・・異なる分野や文化、組織などの間に存在する障壁
を超えて、結びつけることができる人材
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基本目標 2 協働を促進する場を整える

（ア）対話がしやすい場を整える
協働を進めるためには、誰もが自由に集まって、何でも話せる場が必要で

す。まちづくりの拠点を集まりやすく、リラックスした雰囲気でアイデアを
育む場に整えていきます。

（イ）情報環境を整える
協働を進めるためには、協働事業やそれに関わる人材の情報を共有できる

しくみが必要です。
まちづくり拠点において、情報環境を整え、協働に関する情報を発信・集

約し、情報の共有ができる場にしていきます。

協働を促進する場を整える

対話がしやすい場を整える

情報環境を整える
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基本目標３ 協働のしくみを整える

（ア）協働事業提案制度の活用
協働まちづくり活動提案事業は、新たに協働で事業を始めることをサポー

トする制度となっています。これからも地域や行政が抱える課題の解決に向
けた取組を支援する制度として、改善を繰り返しながら活用していきます。

（イ）情報技術の活用
協働事業を進めるためには、情報技術の活用により、事業を広く知らせ、

伝え、そして多様なアイデアを集めることが必要となります。ＳＮＳなどを
活用して、多様な意見を拾うことができ、それを事業に反映させることので
きるしくみを整えていきます。

（ウ）まちづくり組織の設立支援（みんなでつくるまち条例第１２条）
まちづくり組織は、市民が主体的に、地域の将来像と計画をつくり、継続

的なまちづくりに取り組むためのしくみです。地域特性や実情に合わせてま
ちづくり組織が設立されるように市民の活動を支援していきます。

 協働のしくみを整える

協働事業提案制度の活用

情報技術の活用

まちづくり組織の設立支援
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第４章 計画の検証
市は、毎年度、この計画に沿って協働が行われているかについて、年度ごとの

協働の実績を踏まえて検証を行います。検証にあたっては、市民、大学、企業な
どの協働実践者を交えた場を設けます。
市は、検証結果にもとづき、協働をさらに推し進める施策について検討します。

また、必要に応じて本計画の内容を変更します。
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長久手市くらし文化部たつせがある課

令和 5 年５月発行

令和 3 年度、令和 4 年度の 2 年間に渡って開催したワークショップで話し合ったことを基に地域協働

計画の素案作成し、ワークショップに参加した皆様に発表をしました。

＜ワークショップの概要＞

・日時、場所 令和５年５月１４日(日)13:30～16:45 長久手市まちづくりセンター 集会室①

・参加者 16 名(男 12 名･女 4 名)<市民 11、職員 3、ｽﾀｯﾌ ２>

・実施したこと

ワーク① 地域協働計画（素案）の共有

「イマイチと思ったこと」

計画の素案を見て、イマイチ、こうすれば良いのではと言った意見を出し合い、共有をしました。

ワーク② 地域協働計画の更なる理解

「友達を巻き込むためにどうする」

協働に友達を巻き込み、輪を広げる方法を考えました。

レイアウトが分かりにくいのでもう少し整理をしては。

具体的に何をするのかがわかりづらい。

既存の再活用、掘り起こし。ジブリの活用も。

わくわく感が持てる。小さな実践ができる。

大学や企業の参画を積極的に促す。

仲間が探せる、自分のアピールができる。
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